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COVID-19感染拡大状況の新指標K
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Kは経過日数の関数としてK=0.25まで直線的に推移する．
その傾き（収束スピード）から、減衰定数kが決定され、
K<0.25の領域の推移が予測できる．

Kは感染拡大の強度を示す示強変数
値がほぼ0になると感染拡大は収束．

K=0.2

𝐾 =
直近１週間の陽性者数

総陽性者数

代表的な示強変数に

温度がある．Kを感染
拡大温度とイメージし
ても良い．

累計総 陽性者数
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東京・神奈川のK値の推移（4月2日〜5月19日）
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K値のd (日) 依存性. d=0は4月1日、d=30が5月1日に対応する.

Kは、0.25<K<0.9の領域（4月3日から24日）
を直線上を推移する．

4月25日以降の推移を予測する．

傾きから減衰定数を求める．

人口10万人あたり0.5人/週
(K=0.019)
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東京の感染収束状況（5月19日時点）

人口10万人あたり0.5人/週
(K=0.015)

東京のK値のd (日) 依存性. d=0は4月1日、d=30が5月1日に対応する.

5月1日までは順調に推移したが、5月2日の中野
区の病院でのクラスター感染によりK値が跳ね
上がった．

局所化されたクラスター感染の収束スピードは
早いので１週間で予想曲線に近づいた．

仮に3月末のような本格的な感染再拡大が原因
の場合は、5月5日以降も2日から4日にかけてと
同じ傾きでK値が上昇を続ける．
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神奈川の感染収束状況（5月19日時点）

神奈川のK値のd (日) 依存性. d=0は4月1日、d=40が5月10日に対応する.

小田原市立病院等でのクラスター感染の影
響で一時的にK値が上昇しているが、既に鎮

静化しているので、20日以降、急速に予想線
に近づく．

人口10万人あたり0.5人/週
(K=0.038)
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東京・神奈川のRWの推移（4月2日〜5月19日）
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d=0は4月1日、d=40が5月10日に対応する.

4月16日

𝑅! =
新規陽性者数

1週間前の新陽性者数

収束期の１週間あたりのKの変化率は
RWに比例する．

現在のRWは0.56.

第２波が生じるとKの推移はこの一様な

下降トレンドから乖離する．→ 早期検知


